
－ 3－

報告2 むかわ町のうつスクリーニングの取り組みについて
むかわ町穂別総合支所保健介護課健康増進担当　保健師主任　柴田美由紀

むかわ町では昨年より２年間のモデル事業として、苫小牧保健所と協働で壮年期・高齢期のこころの健康づ

くり対策をすすめています。手探りの中始めた事業も１年が経過し、感じたこと、見えてきたことを紹介した

いと思います。

この事業に取り組んだ背景に、むかわ町における男性の自殺死亡率が高いことがありました。しかしこれま

で、自殺の背景にあると思われる「うつ病」に対する対策はなく、住民からのＳＯＳに対して相談・支援して

いくことが中心でした。住民の正しい知識の普及啓発の機会の確保と、うつ病の早期発見・早期介入のための

システムが必要と思われた時期に、このモデル事業の話が重なったのです。

様々な制度改正が控えたこの時期に、新規事業に取り組むことはとても勇気のいることでしたが、苫小牧保

健所のバックアップと、何よりも、少しでも早い介入でうつ病の悪化を防ぐことができるなら、との思いから

実施を決めました。

実施の方法は、全国に先がけてこころの健康づくり対策に取り組んできた鹿児島県伊集院保健所の方式を参

考にしました。むかわ町では既存の健診事業の問診票とあわせて「こころの健康度自己チェック票（全８項目）」

を送付し、健診時に回収、判定をしています。判定の結果陽性と判断された場合は、後日二次スクリーニング

を実施し関係者でカンファレンスを開いて対応について協議しています。

18年度は初めての取り組みとなりましたので、住民の反応やスタッフのスキル等不安要素が多くありました。

しかし、住民の反応は概ね良好で、チェック票を記入しない方はほとんどいない状態でした。また、予想より

も本音で記入されている方が多く、家族の問題や仕事の悩み、経済的な心配など幅広い相談があり、介入のき

っかけとして役割を果たすことができたように思います。18年度にチェック票を回収したのは656名、その内、

陽性と判断されたのは116名（17.6％）でした。陽性率が高いのは面接する側のスキルの問題もあります。ポイ

ントとなるのはその状況が二週間継続しているかどうかで、そこを詳しく確認することで陽性となる率を下げ

ることができると思われます。継続性や本人の言動から、最終的に二次スクリーニングが必要と判断したのは

79名（12％）でした。年代別では、65歳以上の高齢者より、65歳未満の方がより陽性率が高い結果が見えてき

ました。二次スクリーニングの結果、継続支援や経過観察

となった方が13名、医療につながった方が５名おりました。

この方々は、これまでの保健活動では介入できなかった方

ばかりで、改めてチェック票を使ったスクリーニングの効

果を感じることができました。

しかし、まだ課題もたくさんあります。

介入が必要と思われても、本人の同意がない場合は対応

ができなく、どうしようもないジレンマがあります。また、

小さな町ゆえに、町の保健師には話しにくい、といったこ

とも多々あります。このような場面で保健所や精神保健福

祉センターの協力は不可欠です。また、チェック票を用い

た本事業は、うつ病の早期発見・早期介入に効果が高いと

感じますが、地域のこころの健康問題に対する垣根を低く

するためには、更に普及啓発やボランティア育成などの受

け皿づくりの活動も必要になってくると思います。

２年目を迎える今年度も、まずは保健師の面接スキルを

高め、ひとつひとつの事例を大事に積み重ねていきたいと

思っています。そしてモデル事業が終了した後、むかわ町

としてこころの健康対策にどう取り組むのかを、しっかり

と見極めていきたいと思っています。 こころの健康度自己チェック票


